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＜ 総 合 調 査 ＞ 

 

 
調査報告書取扱規定

１.調査報告書は、弊会が独自に収集した秘密または財産的価値のある情報を含ん
でおり、当該情報に関する一切の権利は弊会に帰属します。従って、貴社の内部

資料としてのみご利用いただき、外部への資料持ち出しその他の手段により、調

査報告書の内容を第三者にもらすことは禁止します。 
 
２.調査報告書の著作権は弊会に帰属します。調査報告書の複製、貸与、翻訳その
他弊会の著作権を侵害する行為は一切禁止します。 
 
３.弊会は調査報告書の記載内容についての損害賠償の責を負いません。 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

企業基本情況

【企 業 名 称】 湖北省****有限公司 

【英 語 名 称】 Hubei **** **** **** Co., Ltd. 

【登 録 住 所】 湖北省****市****区****郷中心庄 

【所 在 地】 湖北省****市****区****郷中心庄 

【英 語 表 記】 Zhongxinzhuang, **** District, ****, HUBEI 

【T E L 番 号】 0XXX-XX100XX 

【F A X 番 号】 0XXX-XX115XX 

【郵 便 番 号】 XX60XX 

【設 立 年 月 日】 1991 年 12 月 

【企 業 形 態】 国有企業 

【業 界 内 規 模】 大型 

【登 録 機 関】 湖北省****市工商行政管理局 

【工 商 登 録 N o .】 XX0XX01XX13XX 

【資 本 金】 300,000,000.00 元 

【法 定 代 表 人】 丁 XX 

【対 外 貿 易 権】 有り 

【取 得 年】 1995 年 

【対外貿易権認可機関】 対外貿易経済合作部（現：商務部） 

【経 営 範 囲】 主：アクリル繊維、化繊、機電設備の製造、メンテナ

ンス、据付 

副：自動車輸送、アクリル繊維、衣料品の輸出、機械

設備部品及び原材料の輸入。自動車及びオートバ

イの修理。 

【営 業 許 可 期 限】 長期 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

関連情報 

【業界コード】 2823 

【 業 界 分 類 】 アクリル繊維製造業 

【 上 場 市 場 】 無し 

【 U R L 】 http://www.aaaaaaa.com.cn 

【 E - m a i l 】 N/A 

【主要業務収入】 374,000,000.00 元（2003 年） 

【 資 産 総 額 】 1,389,168,000.00 元（2003 年 12 月 31 日現在） 

【 株 主 持 分 】 782,690,000.00 元（2003 年 12 月 31 日現在） 

【従業員総数】 900 人 

【 外 部 評 価 】 ○優  ●良  ○可  ○不可  ○不詳 

【企業成長傾向】 ○拡大傾向 ●現状維持 ○縮小傾向 ○不良  ○不詳  

【 総 述 】 当該公司は紡績原料生産企業で、アクリル製品を生産、直近

の生産量は 3.6 万㌧／年、毛型中級アクリルを主としてい

る。現在、経営は欠損状態にある。これは初期投資の際に・・・

 

 

【資格】 

名称及び種類 取得年月 発行機関 

ISO-9002 1999 年 11 月 ***国際質量認証中心 

 

【証明機関】 

名 称 住 所 

湖北安華***法律事務所 湖北省安華市**路**号**商務中心 B-11 室 

湖北省***会計師事務所 湖北省武漢市**路**号**大厦 A座 1002 室 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

分支機構及び傘下企業 

【支店】 

名  称 所在地 電 話 責任者

北京弁事処 北京市朝陽区****路甲***号 010-XXXXXXXX 楊** 

上海弁事処 上海市普陀区****北路***号 021-XXXXXXXX 李** 

広州弁事処 広州氏珠海区****西路***号 020-XXXXXXXX 夏** 

 

【子会社】 

名  称 所在地 電話 責任者

安華瑞揚****有限公司 湖北省安華市****路 0XXX-XX69632 関** 

 

【株式出資企業】 

企業名称 投資金額 投資比率 登録年月 

上海*******有限公司 30 万元 25％ 1999 年 6 月 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

資本構成及び出資者情況 

資本構成                       （単位：万元） 

出資者名 投資金額 投資比率 払込率 投資方式 

中国***資産管理公司 24,000 80％ 100％ 貨幣資金 

中国***紡織進出口公司  6,000 20％ 100％ 貨幣資金 

合  計 30,000 100％ 100％  

備考：中国***資産管理公司は 2001 年から当該公司の株主となった。同時に一

部の株式を中国***紡織進出口公司に譲渡し、現在の資本構成となってい

る。 

 

出資者情況 

出資者（１） 

【 企 業 名 称 】 

【 所 在 地 】 

【 郵 便 番 号 】 

【 T E L 番 号 】 

【 F A X 番 号 】 

【設立年月日】 

【 企 業 形 態 】 

【 資 本 金 】 

【主要業務収入】 

【 資 産 総 額 】 

【 株 主 持 分 】 

【従業員総数】 

【 事 業 内 容 】 

【 総 述 】 

中国***資産管理公司 

北京市西城区***路**号 

100045 

010-6340XXXX 

010-6340XXXX 

199*年 

国有独資有限責任公司 

100 億元（2001 年 12 月 31 日現在） 

20.45 億元（2001 年 12 月 31 日現在） 

1,795.88 億元（2001 年 12 月 31 日現在） 

2,431.95 億元（2001 年 12 月 31 日現在） 

***人 

中国工商銀行から分離された不良資産の買収及び経営 

同公司は財政部傘下で、中国工商銀行の不良債権の資産管理企

業の一つである。中国工商銀行の不良債権の処理のほか、投資、

金融コンサルティングサービスなどの業務も行っている。 
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出資者（２） 

【 企 業 名 称 】 

【 所 在 地 】 

【 郵 便 番 号 】 

【 T E L 番 号 】 

【 F A X 番 号 】 

【設立年月日】 

【 企 業 形 態 】 

【 資 本 金 】 

【主要業務収入】 

【 資 産 総 額 】 

【 株 主 持 分 】 

【従業員総数】 

【 事 業 内 容 】 

【 総 述 】 

中国***紡織進出口公司 

北京東城区***路***号 

100013 

010-******** 

010-******** 

1986 年 

全民所有制 

2,000 万元（2001 年 12 月 31 日現在） 

22,652 万元（2001 年 12 月 31 日現在） 

20,120 万元（2001 年 12 月 31 日現在） 

2,802 万元（2001 年 12 月 31 日現在） 

***人 

紡織品、繊維原料、衣料品の輸出入 

同公司は以前は中央政府の紡織工業部傘下であった。現在は

紡織及び関連製品の輸出入業務に従事、中国産の衣料品、帽

子、靴類の輸出、紡織原料の輸入を主としている。また、国

内貿易、物流及び業界内の投資業務にも従事している。 

 

資本金変動情況                     

変動年月 資本金 貨幣単位 証明機関 

1991 年 12 月 31 日 30,000 人民元 湖北***会計師事務所 

備考：当該公司は設立以降、資本金の変動は無い。 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

主要経営者情況 

氏 名 役 職 性 別 生年月日 婚姻状況 学歴／職称

丁** 董事長兼総経理 男 1942年 6月 既婚 専科大卒 

王** 副総経理 男 1960年 3月 既婚 研究生 

斉** 党委員会書記 男 1965年 8月 既婚 大卒 

 

《 氏 名 》 丁** 

《 役 職 》 総経理 

《 最 終 学 歴 》 専科大卒 

《 職 責 》 日常管理 

《 略 歴 》 1959 年～1964 年 XX 省無線電専科学校在学 

 1964 年～1969 年 XX 省九站化繊廠儀表工段段長 

 1969 年～1984 年 XX 化繊廠段長 

 1984 年～1987 年 XX 省 XX 化繊廠廠長 

 1987 年～1988 年 XX 省 XX 市紡織局副局長 

 1988 年～1998 年 当該公司副廠長 

 1998 年～2001 年 当該公司廠長 

 2001 年～現在 当該公司総経理 

《 兼 任 職 務 》 無し 

《 趣 味 》 N/A 

《 業 界 経 験 》 ●10 年以上 ○3年以上 ○3年未満 

《 経 営 経 験 》 ○10 年以上 ●3年以上 ○3年未満 

《 得 意 分 野 》 ●管理   ○技術   ○経営    ○財務会計 

《 就 任 経 緯 》 ●創業者 ○外部から転任 ○内部昇進 

 ○招聘 ○請負 ○相続 

 

●カリスマ性に富む ○寛容性がある ○人望がある ○人情味がある 

○楽観的である ●責任感が強い ○独創性に富む ○先見性がある 

○人脈が広い ○政府背景を持つ ●保守的である ○慎重である 

○独断的である ○頑固である ○社交性に富む ●管理能力が高い

《
総
合
評
価
》 

○技術レベルが高い ○計画力がある ●決断力に富む ○金銭管理に厳格

 

《 賞 罰 》  無し 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

従業員情況 

《 従 業 員 》 

《臨時雇用員》 

《従業員の質》 

《業務効率》 

《採用計画》 

900 人（管理人員 100 人／技術人員 140 人／販売人員 N/A） 

0 人 

●比較的高い   ○普通   ○比較的低い 

○比較的高い   ●普通   ○比較的低い 

○増員        ●無し   ○削減 

 

 

生産・経営施設情況 

【オフィス】 

住 所 湖北省****市****区****郷中心庄 

棟 数 2 棟 建築年代：1990 年代 

敷 地 面 積 3,000 ㎡ 

建 築 面 積 7,000 ㎡ 

所 有 形 態 ●自社所有   ○賃貸    ○株主所有 

建 築 構 造 ○平屋 ●ビル ○煉瓦づくり ○骨組 ○その他 

階 数 3、4 

外 観 ●比較的良い  ○普通    ○比較的悪い 

内 装 ○豪華 ○標準 ●比較的良い ○比較的悪い ○簡単 

地 理 的 位 置 ●比較的良い  ○普通    ○比較的悪い 

抵 当 の 有 無 ○全部 ○一部 ●無し ○不詳 ○無関係 

保険申請の有無 ●有り ○無し ○不詳 ○無関係 

勤 務 状 態 ○優  ●良  ○可  ○不可 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

【工  場】 

住 所 湖北省****市****区****郷中心庄 

棟 数 10 棟 建築年代：1990 年代 

敷 地 面 積 40 万㎡ 

建 築 面 積 8 万㎡ 

所 有 形 態 ●自社所有   ○賃貸    ○株主所有 

建 築 構 造 ○平屋 ●ビル ○煉瓦づくり ○骨組 ○その他  

階 数 2～7 

外 観 ●比較的良い  ○普通    ○比較的悪い 

内 装 ○豪華 ○標準 ○比較的良い ●比較的悪い ○簡単 

地 理 的 位 置 ●比較的良い  ○普通    ○比較的悪い 

抵 当 の 有 無 ○全部 ○一部 ●無し ○不詳 ○無関係 

保険申請の有無 ●有り ○無し ○不詳 ○無関係 

勤 務 状 態 ○優  ●良  ○可  ○不可 

 

地 理 的 環 境 当該公司は湖北省****市****区の中心部にあり、隣は国道

102 号線が通っている。****市は XX 市まで 300km である。当

該公司は**駅まで 10km、**空港（国内線のみ）及び**港まで

共に 4km、高速道路のインターまで 5km である。 

 

 

【主要生産設備・事務設備】 

名 称 数 量 生 産 地 

*****生産ライン 8 中国 

発電ユニット 2 中国 

*****生産ライン 2 中国 

 

生 産 能 力 アクリル 4万㌧／年 

設 備 稼 働 率 80％ 

抵 当 の 有 無 ○全部 ○一部 ●無し ○不詳 ○無関係 

保険申請の有無 ●有り ○無し ○不詳 ○無関係 

設 備 状 況 当該公司の設備の大部分は国産で、オートメーションレベル

は良いほうである。生産設備のほか、原料輸送と製品販売に

利用する専用鉄道線と***を持っている。当該公司の***の***

能力は 5,000 ㌧。 
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JAPIT日本国際貿易促進協会 

商品の購入・販売及び支払い方式 

【主要仕入先】 

地域 品 目 地 区 主要仕入先 

アクリロニトリル 上海 上海***化学工業有限公司など国内 

アクリル酸 

***等の化工原料 

北京、上海 北京***化工廠、上海***化学工

業有限公司など 

国外 アクリロニトリル 米国、日本、韓国 ***社、韓国***商事株式会社 

 

【支払条件】 

地域 方式 期限 比率 

国内 小切手、為替手形 30 日 100％ 

L/C At sight 90％ 国外 

L/C 中長期 10％ 

 

【支払状況】 

品 目 期限内：％ 遅延(1 年以内):％ 遅延(1 年以上):％

アクリロニトリル 90 10 0 

アクリル酸 

***等の化工原料 
60 20 20 

 

【主要得意先】 

地域 品目 地区 主要得意先 

国内 アクリル 江蘇、湖北、浙江など 江蘇太倉***集団、江蘇常熟*集

団など 

国外 カーペット ドイツ、米国、カナダ 米国***国際貿易有限公司など 

 

【回収条件】 

地域 方式 期限 比率 

国内 小切手、為替手形 30 日 100％ 

L/C At sight 80％ 国外 

T/T、D/P At sight 20％ 

 

【回収状況】 

品 目 期限内：％ 遅延(1 年以内):％ 遅延(1 年以上):％ 

アクリル 98 2 0 

カーペット 100 0 0 
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経営・財務状況 

【経営状況】                       （単位：万元） 

年 度 売上高 増加率 利益総額 増加率 

2003 年  ％  ％ 

2002 年  ％  ％ 

2001 年  ％  ％ 

 

【2003 年営業状況】                    （単位：万元） 

品 目 国内販売 比率 輸出 比率 合計 比率％

  ％ ％  ％

  ％ ％  ％

合 計  ％ ％  ％

 

【過去の財務状況】                    （単位：万元） 

項  目 2003年12月31日 2002年12月31日 2001年12月31日

払 込 資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

未 処 分 利 益  

所 有 者 持 分  

短 期 借 入 金  

長 期 借 入 金  

借 入 金 総 額  
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【貸借対照表及び損益計算書】 

貸 借 対 照 表 

2003 年 12 月 31 日                単位：万元

流動資産： 流動負債： 

 貨幣資金 短期借入金 

 受取手形 買掛金 

 売掛金 支払手形 

その他未収入金 前受金 

 貸倒引当金 未払配当金 

 売掛金純額 未納税金 

 前払金 その他未払金 

 棚卸資産 一年内期限到来長期負債 

 棚卸資産評価引当金  その他流動負債 

 棚卸資産純額  流動負債合計 

 その他流動資産  

 流動資産合計 長期借入金 

 住宅回転資金 

長期投資 その他長期負債 

 繰延税金貸方 

固定資産原価 長期負債合計 

 減算：原価償却累計  

固定資産簿価 負債合計 

工事物資  

建設仮勘定 少数株主持分 

その他固定資産  

固定資産合計 払込資本金 

 資本剰余金 

無形資産純額 利益剰余金 

繰延資産 未処分利益 

無形及び繰延資産合計 その他 

その他資産 所有者持分合計 

  

資産総額 負債及び所有者持分総額 
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損 益 計 算 書 

2003 年 12 月 31 日                単位：万元

主要営業収入   

減算：主要営業原価   

   主要営業税金及び附加費用   

   その他支出   

主要営業利益（または「－」で記入）   

加算：その他業務利益   

   棚卸資産評価損失額   

   棚卸資産評価引当金   

減算：営業費用   

管理費用   

   財務費用   

   その他費用   

営業利益（損失は「－」で記入）   

加算：投資収益（損失は「－」で記入）   

補助金収入   

   営業外収入   

減算：営業外支出   

加算：その他収入   

利益総額（損失は「－」で記入）   

減算：所得税   

税引後利益   

 少数株主損益   

 その他   

純利益（損失は「－」で記入）   
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貸 借 対 照 表 

2002 年 12 月 31 日                単位：万元

流動資産： 流動負債： 

 貨幣資金 短期借入金 

 受取手形 買掛金 

 売掛金 支払手形 

その他未収入金 前受金 

 貸倒引当金 未払配当金 

 売掛金純額 未納税金 

 前払金 その他未払金 

 棚卸資産 一年内期限到来長期負債 

 棚卸資産評価引当金  その他流動負債 

 棚卸資産純額  流動負債合計 

 その他流動資産  

 流動資産合計 長期借入金 

 住宅回転資金 

長期投資 その他長期負債 

 繰延税金貸方 

固定資産原価 長期負債合計 

 減算：原価償却累計  

固定資産簿価 負債合計 

工事物資  

建設仮勘定 少数株主持分 

その他固定資産  

固定資産合計 払込資本金 

 資本剰余金 

無形資産純額 利益剰余金 

繰延資産 未処分利益 

無形及び繰延資産合計 その他 

その他資産 所有者持分合計 

  

資産総額 負債及び所有者持分総額 
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損 益 計 算 書 

2002 年 12 月 31 日                単位：万元

主要営業収入   

減算：主要営業原価   

   主要営業税金及び附加費用   

   その他支出   

主要営業利益（または「－」で記入）   

加算：その他業務利益   

   棚卸資産評価損失額   

   棚卸資産評価引当金   

減算：営業費用   

管理費用   

   財務費用   

   その他費用   

営業利益（損失は「－」で記入）   

加算：投資収益（損失は「－」で記入）   

補助金収入   

   営業外収入   

減算：営業外支出   

加算：その他収入   

利益総額（損失は「－」で記入）   

減算：所得税   

税引後利益   

 少数株主損益   

 その他   

純利益（損失は「－」で記入）   
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貸 借 対 照 表 

2001 年 12 月 31 日                単位：万元

流動資産： 流動負債： 

 貨幣資金 短期借入金 

 受取手形 買掛金 

 売掛金 支払手形 

その他未収入金 前受金 

 貸倒引当金 未払配当金 

 売掛金純額 未納税金 

 前払金 その他未払金 

 棚卸資産 一年内期限到来長期負債 

 棚卸資産評価引当金  その他流動負債 

 棚卸資産純額  流動負債合計 

 その他流動資産  

 流動資産合計 長期借入金 

 住宅回転資金 

長期投資 その他長期負債 

 繰延税金貸方 

固定資産原価 長期負債合計 

 減算：原価償却累計  

固定資産簿価 負債合計 

工事物資  

建設仮勘定 少数株主持分 

その他固定資産  

固定資産合計 払込資本金 

 資本剰余金 

無形資産純額 利益剰余金 

繰延資産 未処分利益 

無形及び繰延資産合計 その他 

その他資産 所有者持分合計 

  

資産総額 負債及び所有者持分総額 
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損 益 計 算 書 

2001 年 12 月 31 日                単位：万元

主要営業収入   

減算：主要営業原価   

   主要営業税金及び附加費用   

   その他支出   

主要営業利益（または「－」で記入）   

加算：その他業務利益   

   棚卸資産評価損失額   

   棚卸資産評価引当金   

減算：営業費用   

管理費用   

   財務費用   

   その他費用   

営業利益（損失は「－」で記入）   

加算：投資収益（損失は「－」で記入）   

補助金収入   

   営業外収入   

減算：営業外支出   

加算：その他収入   

利益総額（損失は「－」で記入）   

減算：所得税   

税引後利益   

 少数株主損益   

 その他   

純利益（損失は「－」で記入）   
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【財務分析】 

 2002 年 2001 年 2000 年 

 当該公司 業界指標 当該公司 業界指標 当該公司 業界指標

流 動 比 率 0.39％ 1.15％ 0.32％ 1.25％ 0.32％ 1.25％

当 座 比 率 0.15％ 0.86％ 0.10％ 0.91％ 0.10％ 0.91％

資 産 負 債 率 0.44％ 0.75％ 0.33％ 0.77％ 0.33％ 0.77％

在 庫 回 転 回 数 4.68 6.5 2.5 9.8 2.5 9.8

売掛金回転回数 15.8 9.6 6.03 9.86 6.03 9.86

売掛金平均回転日数 23 38 60.5 37 60.5 37

流動資産回転回数 2.86 5.1％ 1.53％ 4.9％ 1.53％ 4.9％

総資産回転回数 0.27 0.9％ 0.21％ 1.2％ 0.21％ 1.2％

総資産収益率(ROA) -0.4％ 1.2％ -9％ 0.6％ -9％ 0.6％

純 資 産 収 益 率 -0.8％ 4.8％ -13.3％ 10.1％ -13.3％ 10.1％

税 引 前 利 益 率 -1.7％ 1.3％ -42.7％ 6.3％ -42.7％ 6.3％

費 用 利 益 率 -10.5％ 11％ -310.4％ 25.6％ -310.4％ 25.6％

 

財務データ出所  当該公司 

 

財 務 説 明  特に無し 

 

【財務分析】 

2003 年の財務データによる分析は下記の通り 

1. 財務の安全性は比較的良く短期債務返済能力は非常に低い。 

2. 運営能力は非常に高く、在庫回転はとても速い。売掛金回収はタイムリーで、

業界平均より良い。 

3. 現在、深刻な欠損状態にある。これは生産コスト費用が高いためである。 
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主要仕入先による評価 

企 業 名 称 北京***化工廠 

種 類 原材料 

品 目 アクリル酸 

取 引 開 始 年 1993 年 

与 信 限 度 額 1,000,000 万元 

残 高 N/A 

支 払 期 限 30 日 

評 価 普通、時々滞納することがある。 

 

企 業 名 称 上海***化学工業有限公司 

種 類 原材料 

品 目 アクリル酸、アクリロニトリル 

取 引 開 始 年 1994 年 

与 信 限 度 額 2,000,000 万元 

残 高 N/A 

支 払 期 限 30 日 

評 価 比較的良い。たまに滞納することがある。 

 

企 業 名 称 武漢***紡織原料供応公司 

種 類 原材料 

品 目 アクリル酸 

取 引 開 始 年 2001 年 

与 信 限 度 額 300,000 万元 

残 高 N/A 

支 払 期 限 15 日 

評 価 提携から今日まで支払い滞納などは生じていない。これはまだ提

携してから日が浅いためで、当該公司に対する評価もまだ聞かれ

ない。 
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銀行情況 

銀 行 名 称 中国工商銀行安華市分行***分理処 

住 所 安華市******** 

電 話 番 号 0XXX-XXXXXXX 

口 座 開 設 年 月 1996 年 

信 用 格 付 無し 

評 価 年 無し 

取 引 状 況 正常 

平 均 預 金 額 7 桁中（400 万元以上 700 万元未満の範囲） 

 

【借入情況】 

担 保 方 式 ○不動産及びその他建築物等 ○設備・車輌等  

○土地使用権 ○その他 ○無し 

抵 当 方 式 ○動産   ○権利   ○無し 

担 保 保 証 企 業 安華 XXX啤酒廠など 

元 金 返 済 情 況 ○比較的良い  ●普通  ○比較的悪い 

利 子 返 済 情 況 ○比較的良い  ●普通  ○比較的悪い 

返 済 遅 延 理 由 企業収益が良くないため 

 

 

訴訟記録 

 本調査過程では、当該公司に関する訴訟記録は見当たらなかった。 
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総合評価 

【設立経緯】 

当該公司の前身となる*******廠は 1985 年**月に設立され、各種****を製造

していた。*******廠は順調な発展を遂げ、1991 年、国家*****計画を受け、体

制を改革し、名称を湖北省****有限公司とした。資本金は 30,000 万元である。

当該公司は主に各種****と****の製造に従事する。 

 

【発展過程】 

年 月 出 来 事 

1991 年 12 月 

1992 年 7 月 

1998 年 

2000 年 3 月 

2000 年 6 月 

当該公司登録設立 

1 本目の生産ライン操業 

第 2期建設工事開始 

第 2期建設工事一部完成、生産能力アクリル 4万㌧／年を形成

ISO9002 取得 

 

【組織機構】 

董事会指導下の総経理責任制を実施している。内部に製造部、弁公室、進出

口部、市場部、品質保証部、財務部、人事資源部などの管理部門があり、部門

の設置は比較的健全で、部門間の業務分担は明確である。 

 現在の在籍従業員は 1,200 人余で、うち管理人員は 200 人、専業技術人員は

180 人。従業員の全体的教養レベルは比較的高く、業務効率も比較的高い。 

 

【業務の現状】 

当該公司は各種****と****を製造する大型の国有企業である。 

 現在、10 本の 比較的先進的な****生産ラインを有しており、生産に必要な

***、***、IC、***、トランジスタなどの部品を主に華東地区から、若干量を米

国、欧州、台湾などから仕入れている。 

 製品は主に****と****で、うち ***は業務総量の約 70％、***は約 30％を占

めている。当該公司の各種****と***は主に米国、欧州、日本へ輸出され、若干

の製品のみ国内向けに販売されている。製品は主に****、****、コンピュータ

及び****などの分野に販売されている。 

 2002 年、主要業務の売上高は 374,000 万元で、うち国内販売は 95％を占めて

いる。この 2年、当該公司の業務の伸びは比較的速い。 

 

【発展計画】 

1. 2003 年の主要業務売上高は 460,000 万元に達する見込みである。 

2. 2003 年、日本への輸出が輸出総額の 15％程度になる見込みである。 
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【競争力分析】 

＜優位点＞ 

1. 生産設備及び生産技術は業界トップレベルにある。 

2. 親会社は業界における経営経験が豊富で、当該公司に強力なサポートを与

えている。 

3. 当該公司の資金調達能力は比較的強く、当地の銀行及び政府部門と良好な

関係を持っている。 

4. 現在、業務量は比較的大きく、かつ急速な増加傾向にある。 

 

＜劣勢点＞ 

1. 業界不況に影響され、当該公司の収益力は比較的劣る。 

2. 製品の輸出ルートがやや単一的である。 

 

全体から見ると、当該公司の業界内での競争能力は比較的高いと言える。 

 

【業界分析】 

当該公司は***製造業、具体的には****業種に属している。 

 EU は世界最大の***製品生産地で、世界***製品総生産の 26％を占めている。

EU は同時に重要な****製品市場でもあり、世界最大の市場の米国に次ぐ世界 2

番目の市場である。 

 ****は部品及び構造品などは長期にわたりセット製品工場の工程構造品とし

て生産部門で製造されていたが、製品技術含有量、投資規模、生産規模の向上

及び拡張に伴い、その生産能力は完成機製品工場の需要をはるかにオーバーし、

徐々に専業化した生産企業として形成されてきた。***産業は当代の電子部品に

おいて最も活力のある産業である。 

 当該公司は業務規模では業界内の大型企業で、生産設備は業界先進レベルに

ある。しかし、現在の収益力は比較的劣っており、業界平均レベルを下回って

いる。 

 

【今後の展望】 

現在、中国の****業は明確な上昇の勢いにある。 

 当該公司は業界経歴が比較的長く、設備及び技術が比較的進んでおり、製品

の品質が安定しており、国際市場において一定の知名度を有し、顧客も相対的

に安定している。米国「9.11」事件の影響から、2002 年の世界は大幅な低迷を

見せたが、2003 年からはその影響が徐々に解消され、現在は急速な成長の勢い

を見せている。当該公司の製品は「9.11」事件の影響はさほど受けず、2002 年

も、依然として輸出額は比較的速い成長を維持していたが、収益力は大幅に低

下した。 
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 全体的には、当該公司の事業の将来性は比較的良いと言える。 

 

【対外関係】 

1. 銀行から比較的高く評価されている。中国工商銀行***分行は当該公司に

20,000 万元の与信限度額を与えている。 

2. 当該公司は当地の大口納税者で、当地の各政府部門と良好な関係を持って

いる。 

3. 当該公司は「ハイテク企業」に評されている。 

 

【その他】 

 無し 

 

 

 

＊本レポートの内容は 2004 年☆月☆日現在のものである。 
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信用評価 

信用評価と説明 

項目別評価一覧 評価ポイント 得点 

企 業 組 織 10 点 10 

経 営 者 能 力 10 点 6 

設 備 と 人 員 10 点 6.5 
管理分析 

業 績 と 現 況 15 点 10.5 

債 務 返 済 力 15 点 6.5 

企 業 経 営 力 10 点 10 財務分析 

企 業 収 益 性 10 点 2 

現 状 分 析 15 点 11 
経済分析 

将 来 性 5点 3 

その他の要素 加減点数(＋/－) －10～＋10 点 0 

合  計 65.5 

信用レベル 点数 内 容 説 明 

○ AA 90 点以上 企業信用優秀。業務取引には問題ない。 

○ A 80～90 点 企業信用優。現在取引には問題ない。 

○ BB 70～79 点 企業信用良。現在取引には問題ない。 

● B 60～69 点 企業信用可。保証条件を確認し業務取引を進める。

○ B- 50～59 点 企業信用普通。大型取引は慎重に進める。 

○ C 40～49 点 企業信用不可。取引は要注意。 

○ D 40 点以下 企業信用不良。取引は避ける。 

○ NR 無し 設立 1年未満、正常経営状態に無い、資料不全など

 

財務分析の補足説明： 

流動比率 ＝流動資産／流動負債 

当座比率 ＝（流動資産－棚卸資産）／流動負債 

資産負債率 ＝負債総額／資産総額 

在庫回転回数 ＝売上原価／棚卸資産 

売掛金回転回数 ＝売上高／売掛金 

売掛金平均回転日数 ＝365 日／売掛回転回数 

流動資産回転回数 ＝売上高／流動資産 

総資産回転回数 ＝売上高／資産総額 

総資産収益率 ＝純利益／資産総額 

純資産収益率 ＝純利益／所有者持分 

税引前利益率 ＝利益総額／売上高 

費用利益率 ＝利益総額／（管理費用＋財務費用＋販売費用） 

＊以上の計算に使用した財務数字はすべて当期数値である。 
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